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〒963-0215 福島県郡山市待池台1丁目12番地（福島県ハイテクプラザ内）
TEL.024-959-1961 E-mail.reif-fukushima@f-open.or.jp

福島県

お問い合わせ先

公益財団法人福島県産業振興センター  エネルギー・エージェンシーふくしま

（郡山市南二丁目52番地）会場：ビッグパレットふくしま
日時：2022年10月13日（木）～15日（土）

第 10回 
ふくしま再生可能エネルギー
産業フェア

開催報告書
リーフふくしま2021

2022年
木 木

2月24日▶3月31日

×
ZERO CARBON DAY  

オンライン配信

　ふくしま再生可能エネルギー産業フェア（ＲＥＩＦふくしま）は、多くの県
内外の企業の皆様の御理解と御支援により、東北地方最大級の再生可能エネル
ギー関連展示会として定着し、令和３年度で１０回目の開催を迎えたところで
したが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大等により、展示・商談会として
の開催を中止いたしました。
　しかしながら、２０５０年カーボンニュートラルに向けた世界的な潮流や再
生可能エネルギー・水素を取り巻く環境の大きな社会変化を踏まえ、今回のＲ
ＥＩＦふくしま２０２１においては、再生可能エネルギーの最新情報を発信す
るため、国際大学副学長の橘川武郎先生による基調講演や各種セミナーのオン
ライン配信を行いました。
　福島県では「再生可能エネルギー先駆けの地」の実現を目指し、再生可能エ
ネルギーの導入拡大から関連産業の育成・集積を進めるとともに、「福島新エ
ネ社会構想」に基づく様々なプロジェクトが展開されています。
　このため、令和４年度のＲＥＩＦふくしまは、国内外から多くの方々に御出
展・御来場いただき、活発な商談等が展開されるように内容を充実させ、より
魅力のある展示会として開催してまいりますので、皆様の引き続きの御支援・
御協力をよろしくお願い申し上げます。

はじめに



基調講演・セミナー（オンライン配信） プロモーション・プレリリース活動

開催概要

▼㈱大和三光製作所 ▼㈱福島地下開発 ▼㈱朝日ラバー

▼㈱東北村田製作所 ▼㈱福島三技協 ▼㈱誠電社

福島新エネ社会構想 ～未来を創る新たなエネルギーの先進地へ～

再エネ・水素政策及び福島新エネ会社構想の実現に向けて
　経済産業省資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部政策課　　 課　長　山 口　仁  氏
企業講演
①福島発 水素を活用した街づくりからはじまるカーボンニュートラルへの挑戦
　トヨタ自動車株式会社　商用ZEV基盤開発部　　　　　　　　　　　　　部　長　真鍋　晃太氏
②福島県における風力発電メンテナンスの人材育成に向けた取組み 株式会社北拓  副社長　吉 田　悟  氏

福島新エネ社会構想セミナー

▼山口　仁氏 ▼真鍋　晃太氏 ▼吉田　悟氏

あいさつ　福島県再生可能エネルギー関連産業推進研究会 　会長 服部　靖弘
会員企業等による活動事例の紹介
①風力メンテナンスの地域産業化に向けた福島県企業群の取組みについて

（一社）ふくしま風力O&Mアソシエーション事務局長 菅野　辰典氏
②浪江町における水素利活用の取り組み 福島県浪江町　副町長 小林　弘典氏

福島新エネ社会構想の実現に向けた再生可能エネルギー事業への取組

福島再生可能エネルギーセミナー

▼服部　靖弘 ▼菅野　辰典氏 ▼小林　弘典氏

再生可能エネルギーと
カーボンニュートラル

基調講演

国際大学副学長　橘川　武郎 氏

国の数多くのエネルギー関係審議会等の
委員を務められた経験から、エネルギー
ミックスやエネルギー産業、再生可能エネ
ルギー産業の未来について、ご講演いただ
きました。

福島県の海外パートナーの紹介
（公財）福島県産業振興センターエネルギー・エージェンシーふくしま 代表　服部　靖弘
脱炭素社会実現のための海外各連携地域の取組と、それに向けた新技術の紹介
①ドイツ・NRW州
◎ＮＲＷ州 経済・イノベーション・デジタル化・エネルギー省 エネルギー局 局長　ミヒャエル・ゲスナー氏
◎ＮＲＷ エナジー・フォー・クライメイト プロジェクト・マネージャー（国際協力）　　ダリオ・オメロビッチ氏
②スペイン・バスク州
◎バスク・エネルギー・クラスター（BEC）　ビジネス・マネージャー　マルコス・スアレス・ガルシア氏
◎バスク・エネルギー・クラスター（BEC）マネージング・ディレクター　ホセ・イグナシオ・オルマエチェ氏
③ドイツ・ハンブルク州
◎経済・イノベーション省 大臣　ミヒャエル・ヴェストハーゲマン氏
◎再生可能エネルギー・ハンブルク・クラスター（REH）　マネージング・ディレクター    ヤン・リスペンス氏
④デンマーク王国大使館
◎デンマーク王国大使館 エネルギー担当官　高橋　叶氏
◎EMDインターナショナル社 上席技術専門員（風力）　モルテン・テューガセン氏

福島県の海外パートナーの紹介
脱炭素社会実現のための海外各連携地域の取組と、それに向けた新技術の紹介

国際経済交流セミナー

▼ドイツ・NRW州 ▼スペイン・バスク州（風力・水素）

▼ドイツ・ハンブルク州（風力） ▼デンマーク王国大使館（風力・水素）

①あいさつ・再生可能エネルギー研究センターの概要とトピック紹介
（国研）産業技術総合研究所　　再生可能エネルギー研究センター　研究センター長　古谷　博秀氏
②太陽光発電のO&M等の技術開発・人材育成拠点の形成について
（国研）産業技術総合研究所

再生可能エネルギー研究センター　太陽光システムチーム　研究チーム長　大関　崇　氏
③産総研FREAにおける風力O&M関連技術開発～シーズ支援事業から、福島県補助事業における取組へ～
（国研）産業技術総合研究所

再生可能エネルギー研究センター　風力エネルギーチーム　主任研究員　田中　元史氏
④福島の地中熱技術を日本全国へ～産総研シーズ支援事業の成果～
（国研）産業技術総合研究所

再生可能エネルギー研究センター　地中熱チーム　研究チーム長　内田　洋平氏

福島の再エネ主力電源化を支えるFREAの技術開発

（国研）産業技術総合研究所福島再生可能エネルギー研究所セミナー

▼古谷　博秀氏 ▼大関　崇氏

▼田中　元史氏 ▼内田　洋平氏

工業高校生等に向けた再エネ企業プレゼンテーション
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8 月 2日　新エネルギー新聞 1月 31日　新エネルギー新聞

7月 19日　新エネルギー新聞

2月 21日　新エネルギー新聞

4月 5日　新エネルギー新聞

3月 7日　新エネルギー新聞

1月 24日　新エネルギー新聞

1月 10日　新エネルギー新聞

1月 31日　産経新聞1月 10日　新エネルギー新聞

●オフィシャルホームページ
　（http://reif-fukushima.jp）
開催情報、プレゼンテーションスケジュール、
出展企業・団体の詳細情報などを随時更新。

ホームページ

福島県ホームページ
（公財）福島県産業振興センターHP
エネルギーエージェンシーふくしまHP

●関係企業・団体、過去来場企業・団体、過去来場者への来場勧誘 DM を発送
●関係団体等のメルマガによる来場促進
　（福島県再生可能エネルギー関連産業推進研究会、一般社団法人福島県再生可能エネルギー推進センター　出展企業・後援団体等 ） 

新聞・掲載記事（一部）  

ダイレクトメールの発信

●ポスター、チラシ等の開催資材を出展者に無償で提供
●産学官の連携による関係機関、官公庁、経済団体、県関係機関、市町村へポスター掲示と
チラシ配布及び広報誌への開催案内掲載の依頼
●地元新聞社（福島民報・福島民友）への開催案内

プロモーション活動

【配布数】
◯ポスターB2サイズ／約 650 枚
◯開催案内チラシ（A3サイズ 2つ折り／ 40,000 枚）

第 10回ふくしま再生可能エネルギー産業フェア（REIF ふくしま 2021）
※「REIF( リーフ ) ふくしま」は、当フェアの愛称です。Renewable Energy Industrial Fair( 再生可能エネルギー産業フェア )の頭文字です。

名 称

開催趣旨 再生可能エネルギー関連産業でビジネスに取り組む企業・団体の皆様に技術・情報の発信及び商談・交流・
産学官連携の場を提供するとともに、「再生可能エネルギー先駆けの地」の実現に向けた福島県の強い意思を
国内外に発信する。

2022年2月24日（木）～3月31日（木）まで  Webにて配信会 期 福島県・公益財団法人福島県産業振興センター主 催

復興庁、外務省、文部科学省、農林水産省、経済産業省、環境省、国立研究開発法人科学技術振興機構、国立研究開発法人産業技
術総合研究所、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構、独立行政法人日本貿易振興機構福島貿易情報センター、
独立行政法人中小企業基盤整備機構東北本部、株式会社日本政策金融公庫、公益財団法人全国中小企業振興機関協会、一般社団法
人省エネルギーセンター、一般財団法人新エネルギー財団、一般社団法人日本風力発電協会、一般社団法人太陽光発電協会、一般
社団法人日本木質バイオマスエネルギー協会、一般社団法人水素エネルギー協会（HESS）、太陽光発電技術研究組合、一般社団法
人日本電設工業協会、一般社団法人東北経済連合会、福島県市長会、福島県町村会、地球にやさしい “ ふくしま ” 県民会議、一般
社団法人福島県発明協会、公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構、公益財団法人郡山コンベンションビューロー、公益財団
法人福島イノベーション・コースト構想推進機構、福島県電子機械工業会、福島県商工会議所連合会、福島県商工会連合会、福島
県中小企業団体中央会、福島県中小企業家同友会、福島経営者協会連合会、一般社団法人福島県銀行協会、福島県工業クラブ、日
本大学工学部、独立行政法人国立高等専門学校機構福島工業高等専門学校、日本経済新聞社福島支局、日刊工業新聞社福島支局、
株式会社東邦銀行、株式会社福島銀行、株式会社大東銀行、国立大学法人福島大学、公立大学法人会津大学、福島民報社、福島民
友新聞社、NHK福島放送局、福島テレビ、福島中央テレビ、福島放送、テレビユー福島

後 援


